家を新築されたみなさまへ
～　新築奨励・市内消費喚起事業　助成制度のご案内　～

このたびは、ご新築おめでとうございます。
本市では市内での消費喚起を目的に、市内に家を新築された方に対し、新築するために要した
経費のうち、市内で消費された金額の一部について、市内で使用可能な商品券を助成します。
【助成対象者】
家を新築するための契約を締結し、この住宅の所有者として登記をされた登記名義人であって、この住宅に定住している者であり、市税等本市に納入すべき納入金を完納している者。
【助成額算出対象経費】
　下記経費のうち、市内で消費された額の合計額が助成額算出対象経費となります。
□住宅を新築するために要した経費（建築費用、建築資材購入費、水道工事、外構工事など）

□住宅を新築した後に必要な備品（カーテン、家具、電化製品など）の購入に要した経費
（登記日又は住民基本台帳に記録された日のいずれか遅い日から、1か月以内に消費された経費に限る。）

　□その他新築するために要したと認められる上棟、お祝い返しなどに係る経費
（ただし、飲食代などは除く）
【助成額】
　助成額算出対象経費×0.4＝助成額（上限20万円）

　　◎申請時点で、中学生以下の子どもを育てている世帯の者…5万円加算
【申請の方法】
住宅の取得にかかる登記の日または住民基本台帳に記録された日のいずれか遅い日から1年以内に、下記書類を市役所 政策企画課に提出してください。
□津久見市新築奨励・市内消費喚起事業助成申請書兼誓約書（第1号様式）
□世帯全員が記載された住民票
□住宅を取得する際に締結した契約書の写し

□登記事項証明書（全部）
□市税等本市に納入すべき納入金を完納していることを証する書類（世帯の中で納入義務のある者全員分の完納証明書。完納証明書が発行されない場合は最新の納税証明書）
□助成額算出対象経費の領収書等、支払いを証する書類
※提出書類は原本を提出していただければ、コピーは市が行います。
【申請後の流れ】

①市は提出された書類の内容を審査の上、助成の適否を決定し、その結果を申請者へ連絡します。

②助成決定の連絡を受けた申請者は、市役所で助成決定通知書を受け取り、その助成決定通知書

を津久見商業協同組合の事務所に提出し、商品券を受け取ります。

【書類の提出・お問い合わせ先】


津久見市役所 政策企画課 政策企画班　　TEL：８２－２６５５








